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小学生の母親 211 200 41 1 
高校生の母親 169 198 367 




20 - 29 才 5 4 
( 20 代) 0.6 1. 1 0.3 
30 - 39 才 239 110 129 
( 30 代) 30.7 28.9 32.4 
40 - 49 才 434 227 207 
( 40 代 ) 55.8 59.7 52.0 
50 - 59 才 76 31 
( 50 代) 9.8 8.2 11. 3 
60 才以上 4 3 
( 60 代) 0.5 0.3 0.8 
20 7 13 無 回 答
2.6 1.8 3.3 
5十
778 380 398 































































¥項¥目B¥lj 地---域、別、 主主よ 都市 J:i村
夫婦と未婚の 470 256 214 
子 ど も 60.4 67.4 53.8 
片貌と未婚の 29 7 22 
チ ど も 3. 7 1.8 5.5 
夫方両線と 151 71 80 
夫婦と子ども 19.4 18.7 20.1 
安方雨続と 23 9 14 
夫婦と子ども 3.0 2.4 3.5 I 
夫婦と既婚、 48 16 32 
未婚の子ども 6.2 4.2 8.0 
そ 他
32 10 22 
の
4.1 2.6 5.5 
無 図 型日E 
25 11 14 
3.2 2.9 3.5 
2十
778 380 398 























全li!I的に一口して鉱大家族は減少し (1966-29. 5~ぢ， 1971 
26.6~彰. 1975 -22.89杉).核家族の地加指数はしだい
に高くなっている (1966-1∞， 1971ー 121.8，1975 














¥項¥目B¥ll¥地¥峻¥別 ζ瓦一 都市 E品村
農林、 漁業業、家商工 328 135 193 サービス 、 族
42.2 35.5 48.5 従業者
企業経営、管理専 97 72 25 
門職 12.5 18.9 6.3 
技術、事務職
181 96 85 
23.3 25.3 21.4 
販売験 32 18 14 
サービス業従事者 4.1 4. 7 3.5 
無 職
47 16 31 
6.0 4.2 7.8 
無 回 答
93 43 50 
12.0 11. 3 12.6 
2十
778 380 398 
100.0 100.0 100.0 
げ!C~，簡てサービス業，家族従事省」が占める比't1が向
















全 体 都 市
学 校
250 73 







専 r~ 学校 4 3 
短 大 o. 5 o. 8 
25 21 
大 学






3. 7 3. 4 
778 380 

























段 村 全 体 都 市 陸 村
( 4 ) 
1 77 1 1 9 32 87 
44.5 15.3 8. 4 21.9 
148 196 67 129 
37.2 25.2 1 7.6 32.4 
48 298 163 135 
12. 1 38.3 42.9 33.9 
10 4 6 
o. 3 1.3 1.1 1.5 
4 101 75 26 
1.0 13.0 19.7 6. 5 
4 27 24 3 
1.0 3. 5 6. 3 O. 8 
16 27 1 5 12 
4.0 3. 5 3. 9 3. 0 
398 778 380 398 




35 12 23 
4.5 3.2 5.8 
貌を大切に 116 43 73 
す る ζ と 14.9 11.3 18.3 
夫婦il{I中よ く 240 130 110 
す る 乙 と 30.8 34.2 27.6 
子供を幸せに 291 136 155 
す る と と 37.4 35.8 38.9 
家系を重んじる 54 31 23 
乙 と 6.9 8.2 5.8 
家を金持 lζ 13 7 6 
す る 乙 と 1.7 1.8 1.5 
無 回 答
29 21 8 
3. 7 5.5 2.0 
3十
778 380 398 

















¥註4竺IJ 1全¥体こ: 都一市一 農村
続と 一 緒 1<: 280 117 163 
暮 り す 36.0 30.8 41.0 
なるべく ー絡に 268 135 133 
暮 り す 34.4 35.5 33.4 
どちらとも 35 18 17 
コ百 え な L、 4.5 4. 7 4.3 
なるべく別々に 100 66 34 
4主 り す 12.9 17.4 8.5 
別々にuらす 46 29 17 
5.9 7.6 4.3 
無 回 主u主
49 15 34 
6.3 3.9 8.5 
5十
778 380 398 
100.0 100.0 100.0 
表8 親と一緒lζ住む理由
¥項¥目...____別地...___域----別 全下」都「農村
親子 一 緒 1ζ 94 44 50 
暮らすと楽しい 15.8 16.5 15.2 
車見lζ いろいろと 150 59 91 
手伝ってもらえる 25.1 22.1 27.6 
親の老後を子供が 270 133 137 
みるのがよい 45.2 49.8 41. 5 
いろいろな事情で 22 12 10 
一緒i乙暮さなりれ
3. 7 4.5 3.0 ばならない
61 19 42 
無 回 虫日主
10.2 7.1 12.7 
597 267 330 
2十
100.0 100.0 100.0 























親とたまに会うの 76 54 22 
が仲ょくできる 39.0 49.1 25.9 
親と一緒lζ住むと 22 13 9 
気兼ねするから 11.3 1l.8 10.6 
親の老後を子供が 。
みなくてもよいと
思 つ 0.5 0.9 0.0 
親が他の兄弟と 30 20 10 
住んでいる 15.4 18.2 11.8 
無 回 答
66 22 44 
33.8 20.0 51.8 
3十
195 110 85 


















みなければ 651 309 342 
tJ. り な い 83.7 81.3 85.9 
みなくてもいい
19 12 7 
2.4 3.2 1.8 
どちらとも 100 55 45 
Eコ- え な 12.9 14.5 11.3 
無 回 答
8 4 4 
1.0 1.1 1.0 
5十
778 380 398 





















129 51 78 
38.5 33.3 42.9 
老後のため
58 29 29 
17.3 19.0 15.9 
子供を育てるのが 112 53 59 
楽 し し、 33.4 34.6 32.4 
そ の 他
18 10 8 
5.4 6.5 4.4 
無 回 答
18 10 8 
5.4 6.5 4.4 
5十
335 153 182 








322 147 175 
41.4 38.7 44.0 
な
255 134 121 
32.8 35.3 30.4 
どちらとも 188 91 97 
主E主コ え tJ. 24.2 23.9 24.4 
無 回 笈日
13 8 5 
1.7 2. 1 1.3 
3十 778 380 398 
100.0 100.0 100.0 

















孟ポ竺IJ ~ー二二 一全体 都市 農村
賛 成
56 23 33 
7.2 6.1 8.3 
どちらかといえば 40 18 22 
賛 成 5.1 4.7 5.5 
どちらとも 131 67 64 
モE言コb え な し、 16.8 17.6 16.1 
どちらかといえば 118 57 61 
反 立す 15.2 15.0 15.3 
反 対
416 208 208 
53.5 54.7 52.3 
無 回 ヨg: 17 7 10 
2.2 1.8 2.5 
E十
778 380 398 
100.0 100.0 100.0 
表 14 お年寄りの暮らし方
¥項----目¥別1¥地¥域¥別 全 ~体、、、 都ー市ー『ーー 農 村
年寄り夫婦だけで
65 32 33 
8.4 8.4 8. 3 
家の人たちと一緒 372 171 201 
ににぎやかに 47.8 45.0 50.5 
子どもの家族と 330 173 157 
近いと乙ろで別に
42.4 45.5 39.4 住 む
無 回 フロE 
11 4 7 
1.4 1.1 1.8 
5十
778 380 398 























活状主fJ! 全 体ー、『 都 市 農村
72 26 46 
長男 一 人のみ
9.3 6.8 11.6 
全部の息子が 202 97 105 
均 等 lζ 26.0 25.5 26.4 
長男が他の子供の 100 48 52 
誰より も多 く 12.9 12.6 13.1 
全部の息子と未婚 35 23 12 
の娘たちで 4.5 6.1 3.0 
全部の息子と既婚 81 43 38 
未婚の娘たち 10.4 11.3 9.5 
事情による
273 137 136 
35.1 36.1 34.2 
無 回 匁口C 
15 6 9 
1.9 1.6 2.3 
3十
778 380 398 





















16 3 13 
2.1 0.8 3.3 
全 部 の 245 114 131 
息子が均等11: 31.5 30.0 32.9 
長男が他の子供の 230 108 122 
誰よりも多く 29.6 28.4 30.7 
全部の息子と 35 13 22 
未婚の鍍たちで 4.5 3.4 5.5 
全部の息子と既婚 88 60 28 
未婚の娘たちで 11.3 15.8 7.0 
事情による
156 78 78 
20.1 20.5 19.6 
無 回 答
8 4 4 
1.0 1.1 1.0 
3十
778 380 398 
100.0 100.0 100.0 








迫状竺fJ ¥全---体こ 都市 態村
人聞が果たすべき 188 94 94 
義 務 24.2 24.7 23.6 
異性の貌友がいれ 19 9 10 ば、結婚の必要は
2.4 2.4 2.5 な
優ばれた才婚能必が要あれ 49 30 19 、結のは
6.3 7. 9 4.8 な b、
適当な相手が見婚つ 479 227 252 
かったら、結す
61.6 59.7 63.3 るのがよい
そ の 他 32 14 18 
4.1 ‘3. 7 4.5 
無 回 答 11 6 5 1.4 1.6 1.3 
3十 778 380 398 



















詰ボ竺fJ! - 一 一全体 都市 農村
子 孫 を 72 25 47 
生み育てるため 9.3 6.6 11.8 
自分自身の人格を 176 92 84 
完成させるため 22.6 24.2 21.1 
慰社を会{安尋生、る・活休息にのお場け所る 283 137 146 
ため 36.4 36.1 36.7 
社会の慣習を 87 51 36 
果たすため 1 1.2 13.4 9.0 
車見が結婚を 55 23 32 
すすめるため 7.1 6φ1 8.0 
そ 他
86 44 42 
の
11.6 10.6 1 1.1 
無 回 答
19 8 11 
2.4 2.1 2.8 
5十
778 380 398 
100.0 100.0 100.0 
ように，全体的に「適当な相手が見つかったら，結婚す
るのがよし、jが60%以上を占め，次いで「人間が果たす













308 123 185 
39.6 32.4 46.5 
どちらかといえば 192 107 85 
我慢するのがよい 24.7 28.2 21.4 
どちらとも 130 66 64 
a え な し、 16.7 17.4 16.1 
別れた方がよい 136 80 56 
17.5 21.1 14.1 
無 回 答
12 4 8 
1.5 1. 1 2.0 
778 380 398 
100.0 100.0 100.0 
表 19-2 離婚しない方がよい理由
泊料竺TJ -_‘ー、‘-司司全 体 都市 農村
社 会 的規範
79 34 45 
15.4 14.5 16.2 
子供の乙とを考え 323 157 166 
ると別れられない 63.1 67.1 59.7 
一 人 で 生 き て 12 3 9 
け な し、 2.4 1.3 3.2 
家庭を全体的 lζ 65 26 39 
考 えば楽しい 12.7 11.1 14.0 
他
11 3 8 そ の
2.1 1.3 2.9 
無 回 会日主
22 11 11 
4.3 4. 7 4.0 
5十
512 234 278 








































全体 都 市 農村
満足し て いる
427 187 240 
54.9 49.2 60.3 
どちらかといえば 143 79 64 
満足し て い る 18.4 20.8 16.1 
何か{也に したい
186 106 80 
23.9 27.9 20.1 
無 回 気ロこ
22 8 14 
2.8 2.1 3.5 
自十
778 380 398 



















定戦をもって、毎 36 20 16 
日一定の時間働き
17.3 17.5 17.0 た し、
ノf ートタイムで 41 24 17 
働 き fこ し、 19.7 21. 1 18.1 
P. T. A.婦人 17 11 6 
会など社会的な活
8.2 9.6 6.4 動をしたい
自分の資味質活動を生か 66 41 25 
せる趣 をし
31.7 36.0 26.6 fこし、
そ の 他 II 5 6 
5.3 4.4 6.4 
無 回 答
37 13 24 
17.8 11.4 25.5 
5十 208 114 94 










詰状主f! ----、一、‘ー句全体 都市 農村
必要である
612 289 323 
78.7 76.1 81.2 
どちらかといえば 86 49 37 
必要である 11 1 12.9 9.3 
どちらとも 28 18 10 
三区ヨ吉 え な し、 3.6 4.7 2.5 
ほ と ん ど 17 11 6 
不必要である 2.2 2.9 1.5 
全 く 19 8 11 
不必要である 2.4 2.1 2.8 
無 回 答
16 5 11 
2.1 1.3 2.8 
言十
778 380 398 
100.0 100.0 100.0 I 
表23 委の仕事lζ対する夫の理解をめぐる期待と現実
"'- 期待と現実 期 待 現 実
項目別 地域別 全 体 都 市 農 村 全 体 都 市 農 村
非常にそう思う
243 134 109 100 50 50 
31.2 3 5. 3 27.4 12.9 13.2 12.6 
つ 思 つ
462 216 246 441 211 230 
そ
59.4 56.8 61.8 56.7 55.5 57.8 
どちらとも言えない
14 5 9 72 34 38 
1.8 1.3 2.3 9.3 8.9 9.5 
う思わない
18 12 6 116 65 51 
そ
2.3 3.2 1.5 14.9 17.1 12.8 
全くそうは思わない
15 6 9 21 10 11 
1.9 1.6 2.3 2. 7 2.6 2.8 
無 答
26 7 19 28 10 18 
回
3.3 1.8 4.8 3.6 2.6 4.5 
計
778 380 398 778 380 398 




























































I~ミ項ミ‘目\一別ー\一\一地一ー一ー峻ー一-一期別一一待一一と一一現←実 期 待 現 実
全 体 軍E 市 箆 村 全 体 ms 市 良 村
非常にそう思う 189 90 99 136 66 
70 
24.3 23.7 24.9 17.5 17.4 17.6 
そ つ 密、 つ
499 257 242 428 215 213 
64.1 67.6 60.8 55.0 56.6 53.5 
どちらとも言えない
27 8 19 61 25 36 
3.5 2. I 4.8 7.8 6.6 9.0 
22 11 11 97 51 46 
そ つ 思わない
2.8 2.9 2.8 12.5 13.4 1 1.6 
全くそうは息わない
16 8 8 29 11 J 8 
2.1 2.1 2.0 3. 7 2.9 4.5 
無 答
25 6 J 9 27 12 15 
回
3.2 1.6 4.8 3.5 3.2 3.8 
3十 778 380 398 778 380 398 





期 待 現 実
全 体 都 市 J:! 村 全 体 都 市 良 村
非常にそう思う
196 100 96 102 51 51 
25.2 26.3 24.1 13.1 13.4 12.8 
思 つ
472 229 243 340 172 168 そ つ 60.7 60.3 61. 1 43.7 45.3 42.2 
どちらとも言えない
40 16 24 59 23 36 
5.1 4.2 6.0 7.6 6.1 9.0 
そう思わない
31 19 12 225 110 115 
4.0 5.0 3.0 28.9 28.9 28.9 
全くそうは思わない
16 7 9 20 11 9 
2.1 1.8 2. 3 2.6 2.9 2.3 
無 答
23 9 14 32 13 19 
回
3.0 2.4 3.5 4.1 3.4 4.8 
1十
778 380 398 778 380 398 
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
表26 夫婦の支持する政党の一致
詰ぜZT実 期 待 現 実全 体 都 市 ~ 村 項 目 全 体 都 市 農 村
非常にそう思う
117 50 67 475 239 236 
15.0 13.2 16.8 一致している
389 194 195 
61. 1 62.9 59.3 
そ つ 思‘ つ 50.0 51.1 49.0 139 69 70 6 
一 致していない
どちらとも言えない
96 39 57 17.9 18.2 17.6 
12.3 10.3 14.3 
そう思わない 121 
74 47 96 46 50 
15.6 19.5 11.8 
有〈 明
12.3 12.1 12.6 
全くそうは恩わない
27 15 12 
3.5 3.9 3.0 68 26 42 無 回 答
無 回 答
28 8 20 8.7 6.8 10.6 
3.6 2.1 5.0 
778 380 398 3十
778 380 398 
言十








全体的に í~ド常にそう思う」と 「そう思う J が約659彰を に全体の傾向と似ている。
占めており， Iそう思わないJと「全くそうは思わないJ
(12) 
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This paper aims to clarify the aspects of the family in Korea which have been changed and which haven't been 
changed in terms of her industrialization and urbanization. Behind this study， there was strong motivation that we 
should like to know whsther or not there is any association between family change and occurrence of deviant behaviors 
such as divorce and delinquency which have been increased as the industrialization develops. 
In this sense， this paper will be positioned as the first methodological strategy for the comparative study the family 
between Korea and Japan. 
Data for the analysis are collected from 778 mothers of the fifth and sixth grade in primむ yschool and of the first 
and second grade in high .schoot through the questionaire method. 380 mothers came from urban area and 398 moth-
ers from rural area. 
Some of significant fll1dings and speculation derived from the analysis of data are summarized as follows. 
1) Nuclear or conjugal family is found in urban area more in number than in rural area. This means that family com-
position is easily changed as the industrialization develops and that traditional concept putting the value to raising 
the reputation of one's family is not congruent with the development of industrialization and urbanization. 
2) The subjects' strong patrilocal-residence orientation was observed both in urban and rural areas. In both areas 
more than 70 % of subjects said that they should live with their husbands' parents after getting married. As far as the 
orientation is concerned， there was no statistical significance of the difference between two areas. Therefore it might be 
speculated that this orientation will continue to exist in near future. But it wi1l be weaker as the occupational mobility 
required for the development of industrialization will increase. 
3)百lesubjects' concept that they should take care of their brother and sister in urban area was as strong as in rural 
area. More than 81 % of the subjects in both areas had this concept， but the difference in number between two areas 
had no statistical significance. Consequ巴ntIy，this concept in Korea will continue to exist. 
4)羽lesubjects・conceptthat frst son should provide for their parents was completely different in its strength between 
two areas. The strength in rural area is almost two tirnes of that in urban area. Therefore this concept wi1l change as 
tirne goes on. And the data show that they think al of brothers and sisters should equally provide for their parents. 
5) As far as the divorce is concerned， there was found the difference of their attitudes between rural and urban areas 
百lesubjects of urban area had positive attitudes toward the divorce more than those of rural area. As is speculated 
from this attitudes， the divorce rate in rural area will increase as weJl as in urban area. 
(14) 
